
新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

周

辺

事

態

(

戦

争

)

法

案

に

 

 
 

 

静

岡

県

は

反

対

、

浜

松

市

は

賛

成

？

 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

浜

松

市

議

会

は

地

方

自

治

を

放

棄

し

た

―

 

 

◆

一

九

四

五

年

八

月

、

戦

争

は

終

わ

り

ま

し

た

。

東

京

も

、

静

岡

も

、

浜

松

も

焼

け

野

原

と

な

 

り

ま

し

た

。

日

本

国

民

は

「

こ

れ

か

ら

は

、

一

切

戦

争

を

し

な

い

」

と

い

う

重

大

な

決

意

を

 

固

め

、
「

政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

再

び

戦

争

の

惨

禍

が

起

こ

る

こ

と

の

な

い

よ

う

に

」

と

憲

 

法

の

前

文

に

明

記

し

、

第

九

条

「

戦

争

放

棄

」

を

定

め

た

の

で

す

。

 

 

◆

そ

れ

な

の

に

、

今

国

会

で

本

格

的

に

審

議

が

開

始

さ

れ

る

「

周

辺

事

態

法

案

」

な

ど

、

新

ガ

 

イ

ド

ラ

イ

ン

関

連

三

法

案

は

、
政

府

の

行

為

に

よ

っ

て

再

び
「

戦

争

か

」
「

平

和

か

」
の

戦

 

後

最

大

の

選

択

を

私

た

ち

に

突

き

つ

け

て

き

ま

し

た

。

今

、

全

国

各

地

で

こ

の

法

案

へ

の

反

 

対

運

動

が

巻

き

起

こ

っ

て

い

る

の

は

そ

の

た

め

で

す

。

 

 

◆

そ

の

内

容

は

、
米

軍

が

周

辺

事

態

で

戦

争

を

起

こ

し

た

と

き

、
日

本

を

戦

争

に

加

担

さ

せ

、

 

政

府

（

自

衛

隊

）

だ

け

で

な

く

、

地

方

自

治

体

や

民

間

を

も

戦

争

に

動

員

し

よ

う

と

す

る

も

 

の

で

す

。

し

か

も

「

周

辺

事

態

」

か

、

ど

う

か

を

判

断

す

る

の

は

ア

メ

リ

カ

で

す

。

ア

メ

リ

 

カ

の

言

う

な

り

に

参

戦

す

る

こ

と

に

な

る

の

で

す

。

 

 

◆

去

る

二

月

九

日

、

政

府

か

ら

、

周

辺

事

態

が

起

き

た

と

き

の

、

地

方

自

治

体

へ

の

協

力

要

請

 

の

例

と

し

て

輸

送

、

給

水

、

米

兵

の

負

傷

者

受

け

入

れ

等

が

発

表

さ

れ

ま

し

た

。

道

路

も

、

 

空

港

も

、

港

湾

も

、

も

ち

ろ

ん

含

ま

れ

ま

す

。

ま

さ

に

国

家

総

動

員

法

で

す

。

 

 

◆

「

こ

れ

は

大

変

だ

」

と

気

づ

い

た

地

方

自

治

体

で

は

、

こ

れ

ま

で

に

一

〇

七

の

県

市

町

村

議

 

会

が

、

こ

の

法

案

に

反

対

し

た

り

、

危

惧

の

念

を

表

明

し

た

り

し

て

い

ま

す

。

 

 

◆

三

月

九

日

、

静

岡

県

議

会

も

「

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

関

連

法

案

」

に

つ

い

て

「

深

い

危

惧

の

念

 

を

抱

き

、

容

認

で

き

な

い

」

と

い

う

意

見

書

を

全

会

一

致

で

採

択

し

、

反

対

の

意

思

を

表

明

 

し

ま

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

私

た

ち

の

住

む

浜

松

市

議

会

は

、

Ａ

Ｗ

Ａ

Ｃ

Ｓ

と

新

ガ

イ

ド

ラ

イ

 

ン

関

連

法

案

反

対

の

意

見

書

を

政

府

に

出

し

て

ほ

し

い

と

い

う

請

願

（

市

民

の

連

絡

会

を

中

 

心

に

多

数

の

団

体

提

出

）

を

不

採

択

と

し

ま

し

た

。

市

会

議

員

の

大

多

数

は

、

浜

松

市

民

を

 

戦

争

に

巻

き

込

ん

で

も

よ

い

と

考

え

て

い

る

の

で

し

ょ

う

か

。

 

 
 

県

議

会

は

反

対

、

浜

松

市

議

会

は

賛

成

と

は

…

。

 

 

◆

私

た

ち

は

今

、

市

民

が

平

和

へ

の

意

思

を

は

っ

き

り

と

表

明

す

べ

き

重

大

な

時

で

あ

る

と

考

 

え

ま

す

。

そ

こ

で

、

次

の

豪

華

メ

ン

バ

ー

を

招

き

討

論

会

（

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

）

を

行

い

ま

す

。
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午

後

二
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～

五
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※

場
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浜
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勤

労
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館
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Ｕ

ホ
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加

を

 
 

※

講

師
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田

哲
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（

軍

事

評

論

家

）

 

森

 

英

樹

氏

（

憲

法

学

者

）

 

 

一

九

九

九

年

三

月

十

四

日

（

日

）

第

三

八

五

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

浜

松

市

憲

法

を

守
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〇
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～

十
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